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園庭でのおにごっこが、どのように展開するのか、タイムサンプリングした映像を刺激素材として用いた半構造化インタ
ビューを行い、言語データをサンプリングする。言語データを M-GTA によってまとめ、おにごっこの展開プロセスを明
らかにし、保育現場でおにごっこを行う上で求められる保育者の実践知を明らかにしていく。 
キーワード：幼児、遊び、おにごっこ、実践知、M-GTA 
 
1. 問題と状況 
1.1 おにごっこの有用性 
文部科学省（2012）[1]が発表した幼児期運動
指針は幼児期には運動の基盤となる多様な動き
を獲得すべき時期であるとしている。また、発達
に応じた獲得すべき動きの獲得についても言及
している。また、幼児期運動指針にはおにごっこ
をすることで歩く、走る、くぐる、よけるなどと
いった動作を夢中になって遊んでいるうちに総
合的に経験できるとしている。よって、幼児期に
必要な多様な動きの獲得のために、おにごっこは
幼児期の子どもにとって有効な遊びであると考
えられる。 
また、羽崎（2013）[2]は仲間の子どもが捕ま
った子どもを助けに行くといった仲間意識も生
まれるとしている。仲間意識の発達に関して、田
中（2005）[3]は子どもは加齢に伴い、オニ役割
において、集団全体を追いかけるコとして意識し、
コ役割においてはオニとコの関係を意識しなが
ら、他の仲間と距離をとって逃げるようになると
している。 
さらに富田（2015）[4]はおにごっこ・ルール
遊びの発達的意味として①社会的発達、②知的発
達、③情緒的発達、④身体的発達の 4 点にまとめ
た。すなわち前述した身体的発達や仲間意識だけ
でなく、将来的に必要とされるスキルを総合的に
獲得できる遊びとしてとらえることができるだ
ろう。 
1.2 おにごっこの指導プロセス 
さらに富田は（2013）[4]はおにごっこ・ルール
遊びにおける工夫や配慮すべき点として①子ど
もの状態を見極める、②ルール理解を徹底する、
③安全面に配慮する、④話し合いを大切にする、
⑤遊びの楽しさや決まりを追求するの 5点にまと
めた。さらに遊びの中で起こるトラブルやその対
処法についても言及されており、保育者による指
導・援助が求められるとしている。 
田中（2010）[5]は保育者へのインタビューデー
タから M-GTA を用いた年長クラスにおけるおに
ごっこの指導プロセスをまとめた。そのなかで保
育者は「遊びの流れづくり」を行い、子どもが自
分の意志で参加できるよう「主体的参加への誘導」
を行う。また、子ども自身で遊びをコントロール
できるようにする「自己メンテナンス化」に向け
た指導を行い、3 つのカテゴリーがつなぐように
子どもの「経験の積み上げ」が機能していること
が示された。 
1.3 本研究の目的 
前述した田中（2010）[5]の研究は年長クラスに
限定されているものだった。おにごっこは年長児
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だけでなく幼児期の子どもできる遊びである。ま
た、保育者からの指導だけでなく、保育者は子ど
もによるアイディアなどといった、おにごっこの
展開を踏まえたうえで遊びを援助すべきである
と考えられる。 
そこで本研究ではおにごっこの展開プロセスを
明らかにし、保育現場でおにごっこを行う上で求
められる保育者の実践知を明らかにしていく。 
 
2. 研究方法 
2.1 インタビュー 
データの収集は、宮城県内の A こども園におい
て園庭でのおにごっこの様子をビデオカメラで
撮影する。 
おにごっこの映像データを刺激素材として用
いた半構造化インタビューによって言語データ
をサンプリングする。その言語データを M－GTA
（修正版グラウンデット・セオリー・アプローチ） 
によってまとめ、おにごっこ遊びのプロセスを明
らかにする。インタビューには研究者に加え保育
歴 5～20 年の保育者４名の計５名でフォーカス・
グループ・インタビューを行った。また、保育歴
２０年の保育者にスーパーバイズを行っていた
だいた。また分析テーマは「幼児のおにごっこに
おける展開プロセス」とした。 
2.2 分析ワークシートの作成 
インタビューから得られたデータを表 1 のよう
な分析ワークシートに記入する。得られたデータ
から概念を生成し、概念をカテゴリー、サブカテ
ゴリーに分類する。分類結果を表 2 に示す。 
 
表 1 分析ワークシート例
概念名 
 
 
定義 
 
 
 
具体例 
 
 
 
「捕まる－捕まえる」関係性において現れる子どもの気質への適応 
 
 
「つかまえる－逃げる」というおにごっこの基本的な構造に対して、子ども個人が示す気
質へ対応する保育者の理解 
 
 
〇つかまったら泣いちゃう子とか、オニが多くて、それを捕まえられなくて泣く子とかが
結構トラブルになるんで、ちょっと意見がでるのが待ち続け、もうつまんなくなって。も
うおにごっこしたくないって。 
 
〇でも、やっぱりさっきの子のように、自分はなりたくない子っていうのをある程度把握
しながらやっているじゃないですか。 
理論的 
メモ 
 
 
 
＜具体例毎の解釈メモ＞ 
・捕まえられたときの反応 
・捕まえられなかったときの反応 
・反応として生起するトラブル 
・長時間の混迷による怠惰、離脱 
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表 2 概念リスト 
カテゴリー サブカテゴリ― 概念名 定義 
保育者の援助展
開プロセス 
欲求の読み取り 
追いかけられたい欲求の度合い ハラハラ感覚を楽しむ距離感 
距離の違いによる楽しみ 距離感の違いがいと相手の気持ちを
推測しながらの行動が見られる 
保育のプラン 遊びの発展を見通す保育者心理 今後への見通しを持つ保育者の思考 
保育者の段階的な援助の構想 段階的に援助を構想する保育者の姿 
保育における実
践 
追いかける度合いの公平さ 
保育者はやみくもに目の前にいる子
どもを追いかけているわけではない。 
追いかける子どもをどのよう程度お
いかけているのか、時間や回数など 
量的な視点で公平さを意識している。 
刺激の注入による盛り上げ 
保育者は、オニごっこに飽きてきてい
る子どもを把握して、 
その子を追いかけることをおにごっ
こを展開するための刺激 
として用いている。 
子ども理解の深
化 
周囲の環境理解 
後ろについてくる子どもの把握と対応 
オニ役の保育者の後ろについて楽し
む子どもが一定するおり、 
どの子がそのような反応をするのか
を理解している。 
そして、その気になる子へ視線を使っ
ておにごっこを楽しむことを促して
いる。 
「つかまえるー逃げる」という関係性の
中で 
現れる子どもの気質への適応・把握 
「捕まえるー逃げる」というおにごっ
この基本的な構造に対して、 
子ども個人が示す気質へ対応する保
育者の理解 
身体的理解 
おにごっこに必要な動作 保育者が感じる子どもの体の使い方 
子どもの身体能力の評価 おにごっこにおける必要な動きの要
素について 
発達への理解 
相互性 
意識共有的議論 おにごっこをスタートする準備段階
としての議論 
遊びの異年齢間伝承性 保育者は異年齢間の遊びの伝承性を
自然と保育に含めていく 
子どもによる身体能力の評価 子ども同士で身体能力を把握しあっ
ている。 
性差 
遊びの盛り上がり方の違い 男女によるおにごっこの盛り上がり
をコントロールする姿の違い 
おにごっこを楽しむポイントの違い 男女によるおにごっこを楽しむポイ
ントの違いについて 
ルールに対する順守性の違い おにごっこのルールに対する順守性
の違いがある 
集団受動的女子と個人能動的男子 集団で群れる女の子と個人で挑戦す
る男の子 
年齢差 
追いかけられる楽しさ 追いかけられることを楽しむ 
助けるルール取得の難しさ 
オニごっこの持つ面白さの一つに、オ
ニと逃げる側の人数を調整すること
で、 
面白さが質的に変容することがあげ
られる。3 歳児では保育者がオニにな
り、 
子どもを追うことが多いが、しだいに
集団で対抗する「警泥」へと発展して
いく。 
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とくに、「警泥」では、泥棒同士が「助
ける」という新たなルールが加わる
が、 
このルールを理解させることは幼児
期には困難が伴う。 
プレおにごっこ的行動 おにごっこの前段階的行動 
対応の差異理解 年長児がオニ役の保育者に対し、年少
児への対応について要請している。 
保育者のキャラ 保育者のキャラ 保育者によって異なる追いかけ方の性
差 
男児を追いかけるときと、女児を追い
かけるときに 
保育者の追いかけ方やその理由付け
が異なる 
子どもの遊び発
展 
自己中心性 
優位性を求める子どもの気持ち 遊びを有利に進めようとする気持ち 
不利的状況からの逃避 おにごっこをする際に不利的状況か
らの逃れようとする 
個人重視型おにごっこ 個人意識の下でのおにごっこ段階 
ルールを逸脱する楽しみ ルールを逸脱することを楽しんでい
る 
自己都合的ルール変更 つかまりそうになるとルールを曲げ
ていく 
協調性 
子ども自身の感情コントロール 
オニごっこの際に生じるさまざまな
感情を制御する力が身についている
ことが、 
チーム戦である警泥を実施する上で
重要となる。 
不利的状況の受け入れ おにごっこにおける不利な状況にな
った時でも受け入れて遊ぼうとする 
長期的な遊びの
発展 
困難性 おにごっこを展開する上での困難さ 年齢、発達を考慮した援助の仕方 
発展可能性 
オニとコの人数調整がもたらすおにご
っこの面白さ 
オニの数を調整することで、オニごっ
こ全体の盛り上がりがことなる点を 
指摘している。 
パワーバランスの調整 身体能力を考慮した遊びでのパワー
バランスの調整 
役割の人数調整によるルール理解促進 
3歳児におにごっこのルールを教える
際に、保育者が見通しを持ちつつ、 
人数の割合を極端にすることでルー
ルをわかりやすい形で子どもたちに
提示する 
おにごっこでのルール公平性維持の深
化 
3歳児におけるおにごっこの経験の豊
かさによって、４歳児におけるおにご
っこ 
でのルール理解が深まり、さらに５歳
児では公平性についても理解が深ま
る 
3.結果 
M-GTAによる分析を通して生成された概念やカ
テゴリーを図 1 に示した。まず、生成したパラダ
イム事に説明していく。なお、パラダイム名を【 】、
カテゴリー名を《 》、サブカテゴリー名を＜ ＞、
概念名を〔 〕とする。 
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図 1 M-GTA 図 
 
3.1 援助生成の基本構造 
おにごっこにおける援助が生成されるプロセス
において、まず、〔後ろについてくる子どもの把握
と対応〕と〔「捕まえる－逃げる」という関係性の
なかで現れる子どもの感情的な態度への把握と対
応〕を考慮して、＜周囲の環境理解＞が深まるこ
とが示された。そして、さらに、子どもがおにご
っこをするために〔必要な身体動作〕を身に付け
ているのか、参加する〔子どもの身体能力への評
価〕が行われ、子どもの＜身体的理解＞が促され
ることが示された。以上のように、保育者が子ど
もを２つ視点から理解することが示された。そこ
で、このカテゴリーを≪子ども理解の深化≫とし
た。この≪子ども理解の深化≫を基盤として、保
育者は、おにごっこにおける実際の援助について、
まず、子ども一人一人が持つ、〔追いかけられたい
欲求の度合い〕を把握し、さらに、追いかける際
のオニとの〔距離による楽しさの度合い〕の違い
を知ることで＜欲求の読み取り＞を行う。そして、
次に、今からはじめるおにごっこが〔遊びの発展
を見通す保育者心理〕を持ち、そのために〔保育
者の段階的な援助の構想〕を行い＜保育のプラン
＞を立てる。最後に、このプランをもとに、おに
ごっこをするが、実際の場面では追いかける子ど
もが偏らないよう〔追いかける度合いの公平さ〕
を意識しながら、飽きそうになっている子どもを
追いかけることで〔刺激の注入による盛り上げ〕
を行いつつ、＜保育における実践＞を実行する。
以上のように、保育者は、≪子ども理解の深化≫
を基礎におにごっこを援助する過程を 3 段階に捉
えていることが示唆された。そこで、このカテゴ
リーを≪保育者の援助展開プロセス≫とし、パラ
ダイム１【P1 援助生成の基本構造】とした（図 2）。 
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図 2 P1 援助生成の基本構造 
 
 
3.2 保育者と子どもの相互理解 
保育者は常態的な子ども理解をベースにしなが
ら、おにごっこの中でも子どもの《発達への理解》
を深めている様子が見られた。特に ＜性差＞と＜
年齢差＞についての理解が見られた。保育者は年
齢が高くなることに伴い保育者の〔対応の差異理
解〕をしつつ、遊びに関わっている姿を読み取っ
ていた。そのプロセスの土台にあるのは〔追いか
けられる楽しさ〕というおにごっこ特有の楽しさ
である。特に年齢が低い子どもは単純に追いかけ
られること、つまりは「つかまえる―逃げる」と
いう関係性自体を楽しむ姿である〔プレおにごっ
こ的行動〕を繰り返していると理解している。し
かし、おにごっこのルールが複雑化してくるとお
にごっこの種類によっては〔助けるルール習得の
難しさ〕も同時に子どもの姿から読み取っている
ことが明らかとなった。また、男児と女児の〔遊
びの盛り上がり方の違い〕や〔おにごっこを楽し
むポイントの違い〕など、多くの差異を感じてい
ることが顕在化してきた。具体的には群れを成し
て鬼から逃げようとする〔集団受動的女の子〕の
姿が見られたり、一人で保育者を挑発するために
あえて向かっていくなどの〔個別能動的男の子〕
の姿が見られるなどである。また、〔ルールに対す
る順守性の違い〕なども理解している姿が明らか
となった。さらに、おにごっこで遊ぶ過程に見ら
れる〔意識共有的議論〕の場面や、年齢の低い子
どもが高い子どもの姿を見ることで遊びが伝承さ
れていく〔遊びの異年齢間伝承〕の場面を通して
理解を深めている。また、〔子どもによる他者の身
体能力評価〕も年齢が高くなるにつれて見られる
ことを想定している。以上のことから、子ども同
士における＜相互性＞もまた、保育者の子ども理
解につながっていることが示唆された。これらの
《発達への理解》は《保育者のキャラ》を通して
理解され、保育者の解釈に繋がっている。しかし、
それは一方向的に行われることではなく、子ども
もまた〔保育者によって異なる追いかけ方の性差〕
を保育者の行動から読み取り、〔子どもによる保育
者理解〕を深め《保育者のキャラ》を推測してい
る様子が明らかとなった。つまり、保育者側から
の一方向的な子どもの《発達への理解》ではなく、
子どもの側も保育者を理解し、関わり方を変化さ
せることでおにごっこの継続に寄与していること
が明らかとなった。そのためパラダイム 2 を【保
育者と子どもの相互理解】とした（図 3）。 
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図 3 P2 保育者と子どもの相互理解 
 
 
3.3 遊びの発展 
おにごっこにおける遊びの展開プロセスにおい
て、まず、子どもが持つ〔優位性を求める子ども
の気持ち〕から、子どもがおにごっこを有利に進
める上で、自分が捕まるリスクを避けるために
〔個人重視型おにごっこ〕を求める。また、オニ
に追い込まれたときに生じる不利的状況を回避
したいという気持ちから、〔不利的状況からの逃
避〕のための〔自己都合的ルール変更〕を行い、
その遊びの中で〔ルールを逸脱する楽しみ〕を感
じることから、子どもが持つ〈自己中心性〉から
遊びの展開が始まることが示された。その後、お
にごっこの際に生じるさまざまな感情を制御す
る力が身につき〔子ども自身の感情のコントロー
ル〕を持つようになることで、おにごっこの中で
不利的な状況に陥った時でも〔不利的な状況の受
け入れ〕を行うことができるようになることから、
〈協調性〉が生まれることが示された。以上の 2
点から子どものおにごっこの遊びが展開される
ことが示された。そこでこのカテゴリーを≪子ど
もの遊び発展≫とした。 
また、長期的に考えれば幼児の経験に基づいた
＜発展可能性＞もある。例えば〔パワーバランス
による調整〕により〔オニとコの人数調整がもた
らす面白さ〕を感じることができる。おにごっこ
の経験が少ない 3歳児に対しては保育者が見通し
を持ったうえでオニとコの人数配分を極端にす
ることでルールをわかりやすく子どもたちに提
示するための「役割の人数調整によるルール理解
促進」により４歳児ではルール理解が深まり、５
歳児では公平性についても理解が深まることで
〔おにごっこでの公平性維持の深化〕につながる。
一方で〔おにごっこを展開する上での困難さ〕も
あり、人数調整に不満を感じる。または途中から
参加した子どもが増えることによって人数調整
が難しくなるといった＜発展困難性＞が考えら
れる。よって保育者は＜発展可能性＞＜発展困難
性＞による《長期的な遊びの発展》を見据えつつ、
＜自己中心性＞や＜協調性＞から生まれる《子ど
もの遊び発展》を時には取り入れ、時には抑制す
るなど、遊びを調節する専門性が必要となってく
ると考えられる。そのため、パラダイム 3 を【遊
びの発展】とした（図 4）。 
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 図 4 P3 遊びの発展 
 
4. 総合考察 
本研究ではおにごっこにおける保育者の援助が
プラン通りに実行されるだけでなく、その場の子
どものおにごっこへの意欲や全体の盛り上がりな
ど、その場の状況変化に即時的に対応するために
実行されていることが示された。また、保育者が
子どもの発達への理解をするだけでなく、子ども
たちも、追いかけてくる保育者の性格や気質など
を読み取りつつ、双方向的な相互作用の中で「捕
まえる－逃げる」という関係性を維持しているこ
とが示された。 
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